
頁)

酋文 28.Kubota， S. & Horita， T. Life cycle of Bo噌 "ainvilliabiten舵 ulata(Hydrozoa: 

Anthomedusae) in J apan. [久保田信・堀田拓史:日本産エダクラゲ(ヒドロ虫類:

花クラゲ類)の生活史J.ポリプと未成熟クラゲ(1日齢)の形態と刺胞相および卵サ

イズ，放卵時刻，クラゲの季節消長を初めて記載した。 (351-363頁)

輪文 29.Kubota， S. Cnidome and growth of a Cirrholovenia tetranema (Leptomedusae， 

Cirrholoveniidae) in J apan. [久保田信:日本産マキヒグクラゲの刺胞相と成長J.ク

ラゲの刺胞相，成長，配偶子，放卵時刻を初めて記載した。本種は日本初記録で，地

理的分布についてまとめた。 (365-378頁)

酋文 30.Yamato， S. A new species of出egenus Melita (Crustacea: Amphipoda) from a 

high tide pool at Shirahama， on the west coast of the Kii Peninsula， Japan. [大和

茂之:紀伊半島西岸白浜の高潮位タイドプールから採集された Melita属の一新種

(甲殻類:端脚類)J.Melita属の一新種，M. shiodamariを記載した。本新種は，日

本産の同属の他種とは形態的に大きく異なっており，南半球産の種類にむしろ類似す

る。インド一太平洋産の近縁属を含めて比較・考察のうえ，本属内の近縁種群として

awa-complexを提唱した。 (379-388頁)

酷文31.Harada， E. & Nishino， M. Di丘erencesin inhalant siphonal papillae among出e

Japanese species of Corbicula (Mollusca: Bivalvia). [原田英司・西野麻知子:日本

産シジミ類(軟体動物:二枚貝類)の入水管突起の相違J.3種の日本産シジミ類(マ

シジミ，ヤマトシジミ，セタシジミ)の入水管突起の形態差および貝殻の計測学的相

違を明らかにするとともに分類について総説した。また，ホンコン産のタイワンシジ

ミと白浜産 C.insulari.sとも比較を行なった。 (389-408頁)
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